
同
志
社
創
立
1
3
5
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

学
校
法
人
同
志
社
は
、
 
2
0
1
0
年
に
創
立

1
3
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
 
1
3
5
年

の
歴
史
と
伝
統
、
さ
ら
に
、
 
2
0
0
年
の
大
計

を
目
指
す
同
志
社
の
姿
を
広
く
社
会
に
発
信
す

る
た
め
様
々
な
記
念
事
業
お
よ
ぴ
記
念
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
こ
の
記
念
事
業

の
実
施
期
問
を
通
じ
て
使
用
す
る
同
志
社
創
立

1
3
5
周
年
紀
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
公
募
を
行

い
ま
し
た

そ
の
結
果
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広

い
層
か
ら
1
5
5
件
の
こ
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
数
の
方
々
か
ら
の
こ
応
募
、
あ
り
が

と
う
こ
ざ
い
ま
し
九
。

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
内
容
と
し
て
は
、

「
知
・
徳
・
体
の
三
位
一
体
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教

主
義
・
自
由
主
義
・
国
際
主
義
の
教
育
理
念
」
、

「
個
償
不
鵬
な
る
書
生
」
、
「
2
ド
ル
の
精
神
」
、

「
赤
レ
ン
ガ
」
と
い
っ
た
同
志
社
の
特
徴
を
巧

み
に
取
り
入
れ
た
も
の
、
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
発

展
を
「
飛
翔
す
る
鳥
」
に
、
未
来
へ
の
器
た

き
を
「
つ
ぱ
さ
」
に
、
よ
り
高
い
目
標
へ
の
挑

戦
を
「
積
み
木
」
に
、
希
望
へ
の
船
出
を
「
ワ

イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
」
に
重
ね
る
と
い
っ

た
趣
向
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。

同
志
社
創
立
1
3
5
周
年
記
念
事
業
委
員
会

に
お
け
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
最
優
秀
賞
に

国
際
中
学
校
2
年
生
飯
岡
利
奈
さ
ん
の
作
口
叩

優
秀
賞
に
大
学
理
工
学
部
2
年
生
久
原
拓
也
さ

ん
、
国
際
中
学
校
2
年
生
三
村
由
衣
さ
ん
の
作

品
が
選
ぱ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
に
は
、
Ⅱ
月
即

日
神
学
館
礼
拝
堂
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
創
立

1
3
4
周
年
記
念
式
に
お
い
て
、
同
志
社
創
立

1
3
5
周
年
記
念
事
業
委
員
会
委
員
長
の
野
本

真
也
理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
副
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
な
お
、
小
学
生
で
唯
一
応

募
を
さ
れ
た
福
井
ひ
か
る
さ
ん
に
は
特
別
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た

創
立
1
3
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
多

く
の
人
々
に
ょ
り
築
き
あ
げ
ら
れ
た
歴
史
と
伝

統
へ
の
感
謝
の
思
い
を
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

込
め
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
広
く
皆
様
に
ょ
り
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
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女
子
大
学
、
全
国
の
大
学
で
3
番
目
、
西
日
本
で
初
!

「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
」
に
参
加
。

同
志
社
女
子
大
学
は
H
月
即
日
、
「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト

(
C
C
ご
に
参
加
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
(
C
C
、
 
n
-
0
ず
N
一
ハ
0
ヨ
勺
ミ
)
」
と
は
、

各
企
業
・
団
体
が
責
任
あ
る
創
造
的
な
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

こ
と
に
ょ
っ
て
、
社
会
の
良
き
一
員
と
し
て
行
動
し
、
持
続
可
能
な
成

長
を
実
現
す
る
た
め
の
世
界
的
な
枠
組
み
作
り
に
賛
同
す
る
自
発
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
<
止
業
・
団
体
が
W
暫
力
の
お
よ
ぶ
範
囲
内
で
人
権
、

労
働
基
準
、
環
境
、
腐
敗
防
止
の
分
野
で
核
と
な
る
円
原
則
を
受
諾
し
、

支
持
し
、
遵
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

裏
で
進
む
白
然
破
壊
や
格
差
拡
大
を
背
景
に
、
ア
ナ
ン
前
国
連
事
務
総

長
が
1
9
9
9
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
に
お
い
て
提
唱
し
、
 
2
0
0
0
年
に

創
設
さ
れ
た
現
在
、
全
世
界
で
約
7
,
0
0
0
の
企
業
.
団
体
が
参

加
し
、
う
ち
大
学
は
3
3
9
 
日
本
で
は
国
際
基
督
教
大
学
、
敬
愛
大

学
に
続
き
3
大
学
目
、
西
口
本
の
大
学
で
は
初
の
参
加
と
な
っ
た

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
の
円
原
則
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

人
権

労
働
基
準

環
境

人
権
の
支
持
と
尊
重

人
権
侵
害
へ
の
非
加
扣

組
合
結
成
と
団
体
交
渉
権
の
承
認
と
支
持

強
柳
労
動
の
排
除

児
童
労
働
の
実
効
的
な
排
除

腐
敗
防
止

雇
用
と
職
業
の
差
別
撤
廃

環
境
問
題
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ

環
境
に
対
す
る
責
任
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

8
.

環
境
に
や
さ
し
い
技
術
と
開
発
と
普
及

強
要
・
賄
賂
等
の
腐
敗
防
止
の
取
組

こ
の
参
加
に
ょ
っ
て
、
国
連
が
発
信
す
る
国
際
情
勢
に
つ
ぃ
て
の
情

報
等
が
い
ち
早
く
入
手
で
き
る
と
と
も
に
、
国
連
G
C
円
原
則
を
支

持
・
遵
守
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
学
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
環
境
問
題
を
は
じ

め
国
際
社
会
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

本
学
は
教
育
理
念
の
一
っ
に
国
際
主
義
を
掲
げ
て
お
り
、
現
代
社
会

学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
に
は

フ
ハ
↓

国
際
理
解
コ
ー
ス
を
設
置
し
、

ま
た
在
学
生
全
員
が
1
年
間
の

留
学
を
経
験
す
る
国
際
教
養
学

科
を
2
0
0
7
年
に
開
設
す
る

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

も
ち
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る

女
性
の
育
成
を
目
指
し
て
い

如
之
↑

る
。

0
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薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る
学
生
製
作
ポ
ス
タ
ー

咋
今
、
大
麻
や
覚
せ
い
剤
の
所
持
・
使

用
事
件
が
相
次
ぐ
な
ど
、
薬
物
焼
木
が
日

本
社
会
に
深
刻
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
敏
豪
庁

の
調
べ
に
ょ
る
と
、
今
年
(
2
0
0
9
年
)

上
半
期
(
1
月
S
6
打
)
の
大
麻
摘
発
件

数
が
、
 
1
9
9
1
年
以
降
最
多
と
な
り
、

そ
の
中
で
も
憂
慮
さ
れ
る
の
は
、
大
麻
絡

み
の
事
件
で
摘
発
さ
れ
た
件
数
の
う
ち

舗
%
が
初
犯
で
、
飴
%
が
舗
代
以
下
と
い

う
数
字
が
表
す
薬
物
乱
用
の
低
年
齢
化
で

す
。
本
学
に
お
い
て
も
、
一
楽
物
乱
用
防
止

の
た
め
の
佃
常
的
・
経
常
的
か
つ
組
織
的

な
啓
発
活
動
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
去
る
2
0

0
9
年
7
月
、
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
本
学
文
化
系
公
認
団

体
に
対
し
、
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
募
集
の
結
果
、

4
団
体
か
ら
7
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次

の
通
り
受
賞
作
品
が
泱
定
し
ま
し
た

■
最
優
秀
賞
(
1
点
)

受
賞
団
体
広
告
研
究
会

■
優
秀
賞
(
1
点
)

受
賞
団
体
一
能
楽
部
狂
言
会

■
入
賞
(
5
点
)

受
賞
団
体
一
ク
ラ
マ
画
会
(
2
点
入
賞
)

学
生
新
聞
局

広
告
研
究
会

能
楽
部
狂
言
会

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ぱ
れ
た
作
品
に

つ
い
て
は
、
本
学
の
薬
物
乱
用
防
止
公
式

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
採
用
し
、
大
学
の
広
報

ツ
ー
ル
と
し
て
様
々
な
場
面
機
会
で
活

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課

薬
物
、
、
サ

薬
物
っ
交
サ
ベ
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【優秀賞】
志社大

【最優秀賞】

呉向志社大学


